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成果の概要／林 冬惠 

 

本研究の目的は、インターネット上の Web サービスを自由に結合できる Internet of Services 

(IoS)と各種のセンサーやデジタルファブリケーションを駆使した Internet of Things (IoT)を続き

目無く接続し、利用者の様々な状況に対応するサービス連携技術を創出し実用することである。具

体的には、利用者の要求やセンサーのデータに基づく状況モデリング手法を確立し、状況依存型サ

ービス連携技術を実現する。また、これらの技術を IoS 基盤と IoT 基盤の統合によって一般化す

る。さらに、多言語コミュニケーション支援の現場に適用し、その効果を明らかにする。本研究の

目標を実現するには、１）世界中の研究機関、大学、企業による Web サービスを共有する IoS

基盤や様々なセンサーサービスを集約する IoT 基盤を構築し、２）IoS/IoT サービスを組み合

わせ、サービス利用現場の様々な状況に適応する技術を実現していく必要がある。前者は既に、

我々が多言語サービス基盤「言語グリッド」1や汎用的サービス基盤「サービスグリッド」と

して実現され利用可能である。本研究では、後者に取り組み、状況依存型サービス連携技術の

創出を行う。具体的には、以下の課題を解決する。 

１） IoT 環境における状況モデリング手法の確立 

状況依存型サービス連携技術を開発するために、サービス利用者の要求や環境情報を反映す

る状況（Situation）を正確に把握する必要がある。即ち、IoT におけるサービス利用者の様々

な要求や各種センサーから取得するデータに基づいて、状況をモデリングする手法を確立する

ことを目標とする。まず、サービス利用者の要求や環境情報をサービス連携機構の入力として

変換されるまでのプロセスを実現するための要素を抽出し、それらの要素を用いたモデリング

手法を考案する。次に、それぞれの状況モデリング要素の仕組みを設計し実装する。 

                                                      

1 http://langrid.org 



２） 状況依存型サービス連携技術の実現 

IoS 基盤上の多様なWeb サービスとIoT 基盤上の多様なセンサーを組み合わせ、様々な状

況に応じる高品質のサービスを生み出すサービス連携技術の実現を目標とする。まず、IoS 基

盤とIoT 基盤を続き目無く接続するために、サービスインタフェースを標準化する。次に、状

況に応じて複合サービスの自動生成と原子サービスの自動選択が可能とするサービス連携手

法を確立する。また、IoT 環境における状況の動的変化を対応するために、サービス連携の

QoS 最適化手法を考案する。さらに、状況依存型サービス連携技術をIoS/IoT 統合基盤上に

実装し一般化する。 

前述の研究課題に対して、平成29年度の研究活動推進助成の成果は２点あげられる。まず、

状況依存型サービス連携の研究基盤として、多言語サービス基盤「言語グリッド」における言

語サービスのレイアと多言語アプリケーションのレイアの間に、様々なプログラミング言語を

対応可能なサービス呼び出しコンポーネントレイアを実現し、多言語コミュニケーションのデ

ザイン環境として拡張した。この成果は言語資源に関する主な国際会議LREC20182に採択さ

れた。また、「利用者」と「サービス品質」を含む2次元のデータに利用者の文脈を反映する

「状況」の次元を導入し、サービス品質を最大化するための複合サービス推薦アルゴリズムを

初期に提案した。この成果はサービスコンピューティングのトップ国際会議IEEE SCC 20183
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で採択された。 

今後の研究について、状況依存型サービス連携の研究成果を利用可能なツールとして実装し、

実証実験を実施することを目標とする。また、本研究活動推進助成の初期的な成果をもとに、

研究代表者として科学研究費補助金・基盤研究(B)・一般（平成30年度～32年度）課題「サー

ビス連携に基づく状況依存型多言語コミュニケーション環境の実現」が採択された。採択され

た基盤研究（B）の研究目的は、従来、インターネット上に限られてきたユニバーサルな多言

語コミュニケーション環境にInternet of Things (IoT) 技術を導入し、実世界のあらゆる場に

おいて状況に応じた高品質なサービスを提供できるようにすることである。具体的には、IoS

環境とIoT環境を接続し、利用文脈に対応するサービス連携を実現し、高品質な状況依存型多

言語環境の実現を図る。 


